
丹波市ゼロカーボンシティ宣言 

 

地球温暖化による気候変動は世界各地で記録的な猛暑や大雨など

の異常気象を引き起こしています。世界の平均気温は 2020年時点

で、産業革命以前と比べ約 1.1℃上昇したことが示されており、こ

のままの状況が続けばさらに気温が上昇すると予測されています。

この気温上昇による気候変動は気候危機とも呼ばれ、農林水産業、

水資源、自然生態系、自然災害、健康、産業・経済活動等へのさら

なる影響が出ると指摘されています。 

 

地球規模の課題である気候変動問題の解決に向けては、2021年

11月にグラスゴー気候合意が採択され、パリ協定で示された世界の

平均気温上昇を産業革命以前と比べて 1.5℃までに抑えることを目

標として再確認し、そのためには今世紀半ばまでに二酸化炭素排出

量を実質ゼロにする必要がある事が認められました。 

  

本市は、加古川と由良川の上流河川が流れる源流のまちであり、

本州で最も低い中央分水界である水分れのほか、市面積の約 75%を

占める森林や、特有の生態系が維持されてきた里地里山、環境に配

慮した農業による農村の生態系など、豊かな自然を有しています。 

 

このような先人から受け継いだふるさとの環境を守り、丹波市ら

しい環境を創造し、まだ見ぬ子孫に誇れるように、また、地球規模

の課題である気候変動の解決及び脱炭素社会の実現に向けて、市民

や事業者などの多様な主体との連携により、2050年までに二酸化炭

素排出量を実質ゼロとする「ゼロカーボンシティ」を目指すことを

宣言します。 
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